
546 CHEMOTHERAPY  SEPT.  1967

ThiophenicoLの 基 礎 的,臨 床 的 研 究
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(昭和42年3月11日 受付)

Thiophenico1(TP)はChloramphenico1(CP)の

Methylsulfony1同 族 体 で あ り,CPに 比 して 抗 菌 力 は

多 少 劣 るが,尿 中濃 度 の高 い 点 が 特 徴 と され る。

私共 は 本 剤 に つ い て試 験 管 内抗 菌 力,血 中 濃 度 お よび

尿 中排 泄 量 な どに つ い てCPと 比 較 検 討 す る と共 に,内

科 的感 染 症 に対 す る臨 床 成 績 を観 察 す る機 会 を 得 た の で

報 告す る。

1・ 各 種 細 菌 に対 す る試 験 管 内 抗 菌 カ

グ ラ ム陰 性,陽 性菌 の15株 に対 す るCPお よびTP

の試 験 管 内抗 菌 力 を希 釈 培 養 法 に よつ て 測 定 した 結 果 は

表1の 如 くで あ る。

StaPhylococcusaureus,KlebsieUa,Shigella,B.anth-

raeisな どで はTPはCPに 比 し1段 階 の 濃 度 差 を もつ て

劣 る抗 菌 力 を示 し,E.celi,ProteUS,Aerobacteraero-

genes,Cloaca,Salmonellaな どで は 更 に それ 以 上 に抗

菌 力 の差 がみ られ た 。

2・ 血 中濃 度 お よび 尿 中 排 泄 量

健 康 成 人3名 にCrossoverし て早 朝 空 腹 時 とTP或

い はCP500mgを 内 服 せ しめ,1,2,4,6時 間 後 に

衷1試 験管内抗菌力

菌 株icp「TP

StaPhylococcusaureus寺 島0.40.8

〃209P6.412.5

EscherichiaeoliO-16、4<100

〃O-・111〈0.83.2

ProteusvulgarisOX・191。66.4

P,aeruginosaKH>100>100

K.PneumoniaeST・-1012550

Shige"afiexneri2a山 田>100>100

"sonnei1(1196)3.26.4

Hafnia25>100

A.aerogeneslO336.450

Cloaca12.5>100

B.dnthracisIByo3.26.4

B.subtilisaNRRIB55812.512.5

S.enteritidis18913,225

採血すると共に2,4,6,8時 間後の尿を採販し,Sta・

Phylococcusaureus寺 島株を用いた重層法によつて血中

濃度および尿中排泄量を測定した結果は図1の 如 くであ

る0

3例 の平均値についてみると,TPは2時 間後に3.4

meg/m1の 最高値に達し,以 後減少し,6時 間後には約

1.Omcg/m1を 示 した。CPは1時 間後に最高値を示 し

たが,空 腹時変動についてはTPとCPは ほ ぼ平行し

た推移を示 した。尿中排泄濃度は6時 間後に最高値を示

したが,各 時間における排泄濃度は,い ずれもTPの ほ

うが は る か に高値を示 し,8時 間後までの尿中回収率

はTPは56・2%e,CPは6・8%で あ り,TPの 尿中排泄
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表2Thiophenico1の 臨 床 成 績

研 毫名年令性
病 名 果効数日与投

与投

紛

日

(

1
量
受感PC

性菌細 劃 作 用

1J.1.15孚 気 管 支 肺 炎 1)`μ06. 1.0 10 有 効 (一)

2T.N.45♀ 〃
s彦妙 ゐブ.砺 ア.

漉is2γ`σ

帯
帯 1:言 § 〃 (一)

3K.S,18δ 〃 1.5 7 〃 (一)

4S・K.363 大 葉 性 肺 炎 κ∫θ6s`6〃o 一 1.5 12 著 効 (一)

5E.N.28♀ 慢 性 気 管 支 炎
s彦⑳ みッ.θ翅.

K励s58〃 σ 辮
1.5

1.0 多 やや有効 (一)

・6T.0.70孚 〃
G.N.B

1万μoo. 紐 1.0 2 判定不能 下 痢

7K.Y.51♀ 〃 s〃 θが. 惜 釜:9
1.0

3

7

7
有 効 胃 腸 障 害

舌炎,口 内炎

10

・8H.W.61♀ 肺結核 混 合感 染 〃 辮 彪 5 〃 軟 便
」 1

9K.S.60孚 〃 " 帯 〃

4

10 やや有効 (一)
11

賞

=10K.S.63孚 気 管 支 拡 張 症 か 辮
1.5

1.0

7

7
〃 冑部不快感

ユ1M.S.36♀ 気管支拡張症,気 管支喘息 〃 帯 2.0 19 無 効 (一)

ユ2Y.K.59♀ 胆道感染症,胆 石症 " 帯
2.0

1.5

7

11 著 効 舌 炎

ユ3Y.S.786 慢 性 胆 道 炎
G.N.B

s〃 ψ 彦.

帯
帯

2.0 14 有 効 食 慾不 振

コ4S・N.616 慢 性 胆 の う 炎 1.0 6 〃 (一)
'15K

、Y.30♀ 腎 孟 炎 1孔ω 露 一 L5 4
、

僧 (一)

16T,K.22♀ 急 性 膀 胱 炎 s≠砂 妙4翫 掛 1.0 14 解 (一)

17A.N.54♀ 〃 G.N。B 帯 1.0 17 〃 (一)

18M.1。24♀ 慢 性 膀 胱 炎
鴬.coκ

3妙 勿.6が4,
十ト辮 1.0

0.5 i8 やや有効 (一)

19MT127♀ 腎 孟 膀 胱 炎
E。oo露

s妙 妙 翻 γ.
辮
帯 釜:8

7

7
〃 (一)

「

量は明らかにCPよ りも高値を示した。

3.臨 床成績

各種の内科的感染症に対するTPの 臨床成績は表2の

如 くである。

気管支肺炎3例,大 葉性肺炎1例,慢 性気管支炎3例,

肺 結核混合感染2例,気 管支拡張症,感 染性気管支喘息

各1例,合 計呼吸器感染症11例,胆 道感染症3例,お

よび腎孟炎膀胱炎などの尿路感染症5例 であ り,総 計19

例 中,著 効2例,有 効10例,や や有効5例,無 効1例,

判定不能1例 の成績が得 られた。

臨床効果の判定は起炎菌の消失と自他覚的所見の改善

を目標として症例ごとに決定した。起炎菌としてはSta-

Phyloeoccusaureusお よ びepidermidis,Diploceccus

PneUmoniae,Streptoeeccusな どのグラム陽性球菌,E.

・coli,Klebsiellaそ の他のグラム陰性桿菌が検出され,そ

轟 らのCP感 受性をみ るとE・coli,Klebsiellaの 各1

例 を除いてすべて良好な感受性を示した。

TPの 投与量はほ とんどの症例 に1日1.0～1.59の

投与,一 部に2.09の 投与を行ない,投 与 目数は数日

から25日 に及ぶものもみ られた。

副作用 としては3例 に食欲不振および胃腸障害,2例

に下痢あるいは軟便,2例 に口内炎,舌 炎を認めたが,

下鏑を来した1例 を除いてはいずれも投薬を中止するに

は至 らなかつた。

結 語

(1)各 種 の細菌15株 に対するTPの 試験管内抗菌

力はCPに 比 して1濃 度ないしはそれ以上の高い最低発

育阻止濃度を示 し,TPはCPに 比 し抗菌力が劣るもの

と考える。

(2)血 中濃度はTPとCPと の間に著明な差を認

めないが,尿 中排泄量ではTPはCPに 比 し明らかに

高い尿中排泄を示 し,尿 路感染症に対する本剤の効果が
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期待される。 効,判 定不能各1例 の成績を示した。広範囲抗生物質と

(3)TPの 臨床成績では,19例 の内科的感染症(呼 して充分使用 しうる薬剤 と考えるが,副 作用に関しても

吸器感染症11例,胆 道感染症3例,尿 路感染症5例)胃 腸障害,便 通異常,口 内炎など広範囲抗生物質 とし℃

のうち,有 効,著 効を含めて12例,や や有効5例,無 の副作用が数例にみ とめられた。

EXPERIMENTAL AND CLINICAL STUDIES ON THIOPHENICOL
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 Y.  GOTO and  M.  ITo 
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 Antibacterial activity in vitro of thiophenicol (TP), a new antibiotic, was examined and  comparedl 
with that of  chloramphenicol  (CP). The blood level and urinary excretion of those two antibiotics 
after oral administration was determined. Clinically, TP was administered to 19 patients with infec-
tious diseases of the respiratory, billiary or urinary tracts. The results obtained were as follow  .: 

 1) Against 15 standard strains of gram positive or negative bacteria, antibacterial activity of TP 
vitro was subordinated to CP. 

 2) Both TP and CP had maintained approximately same level in the blood after administration, 
although, TP had higher urinary output. 

 3) Twelve of nineteen patients received TP administration had apparent susceptability to this  anti-
biotic. As a side effect of TP, gastrointestinal disturbance was observed in few patients. To  urinary 
tract infection, TP was considered to be predominant to CP in this study.




